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土
井  

小
雪 

さ
ん
（
24
）

　

名
前
が
い
い
。
山
口
県
生
ま
れ
の

長
崎
出
身
だ
と
い
う
。

　
「
古
仁
屋
高
校
振
興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
、
肩
書
は
重
々
し
い
が
と

て
も
や
さ
し
い
、
明
る
い
人
で
あ
る
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、
清
水
の
県
職
員

寮
を
改
装
し
て
古
仁
屋
高
校
の
寮
と

し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で

生
活
す
る
留
学
生
の
た
め
に
毎
日
奮

闘
し
て
い
る
。

　

地
元
出
身
の
生
徒
と
、
島
外
か
ら

の
留
学
生
が
お
互
い
に
い
い
影
響
を

与
え
あ
っ
て
、
古
仁
屋
高
校
を
魅
力

の
あ
る
学
校
に
再
生
し
、
大
き
く
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
、
や
り
が

い
の
あ
る
夢
に
感
銘
を
受
け
て
、
長

崎
か
ら
や
っ
て
き
た
。

　

こ
の
人
な
ら
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
思
う
。

　

そ
の
明
る
さ
と
、
思
い
や
り
に
満

ち
た
人
柄
は
、
ま
わ
り
に
い
る
人
た

ち
を
、
き
っ
と
プ
ラ
ス
思
考
に
導
い

て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
。
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（'）せとうちちょう議会だより

第 1回定例会

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

●
歳
出
に
つ
い
て

　

総
務
費
の
「
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
事
業
」
か
ら
６
４
４
０
万

６
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。
農

林
水
産
業
費
の
「
水
産
業
振
興

費
」
か
ら
１
８
４
４
万
円
を
減

額
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費
の

「
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧

費
」
か
ら
１
９
０
６
万
円
、「
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
」
か

ら
５
０
９
８
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

減
額
し
ま
し
た
。
公
債
費
の「
元

金
」
か
ら
５
１
２
０
万
円
を
減

額
し
た
議
案
を
原
案
可
決
し
ま

し
た
。

●
歳
入
に
つ
い
て

　

災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
金
か

ら
６
６
０
７
万
１
千
円
を
減
額

し
ま
し
た
。
寄
附
金
の
「
企
画

費
寄
附
金
」
か
ら
３
０
０
０
万

円
を
減
額
し
ま
し
た
。
繰
入
金

の
「
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
」

か
ら
８
５
８
５
万
３
千
円
、「
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
」
か

ら
３
４
４
０
万
６
千
円
を
そ
れ

ぞ
れ
減
額
し
た
議
案
を
原
案
可

決
し
ま
し
た
。

●
平
成
30
年
度
節
子
浄
水
施
設

整
備
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

本
議
案
は
、
平
成
30
年
７
月

23
日
に
、
理
水
・
勇
特
定
建
設

共
同
企
業
体
と
２
億
２
８
９
６

万
円
で
仮
契
約
し
、
同
年
８
月

８
日
に
議
案
第
61
号
で
本
会
議

に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
工
事
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
主
な
変
更

点
は
、
張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
・

外
柵
工
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
工
の
追
加
で
、
変
更
後
の
請

負
金
額
は
、
２
億
４
３
４
６
万

５
千
円
と
な
る
契
約
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

●
旧
船
津
保
育
所
跡
地
の
無
償

貸
付
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

社
会
福
祉
法
人
幸
喜
会
と
無
償

貸
付
契
約
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
貸
付
契
約
が
満
了
す

る
こ
と
に
伴
い
期
間
の
更
新

を
行
う
も
の
で
、
平
成
33
年

３
月
31
日
ま
で
、
同
会
へ
無
償

貸
付
契
約
を
行
う
議
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
同
施
設
の
有
効
活

用
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
障
が

い
を
持
つ
乳
幼
児
や
児
童
の
適

切
な
療
育
を
支
援
す
る
場
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
障
が
い
児
の

健
全
な
発
育
と
保
護
者
の
心
身

の
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員 

山
倉
馨 

氏

を
法
務
大
臣
宛
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

　第１回（３月）定例会では，当初予算議案１１件，補正予算議案１５件，
契約議案８件，条例５件，その他３件の計４２件の議案を審議し，可決
しました。
　平成３１年度各会計予算審議１１件については，議長を除く９名で構
成する予算審査特別委員会（委員長に向野忍，副委員長に池田啓一）を
設置し審査を行い，最終日に委員長から審査報告がなされ，原案のとお
り可決し意見書を町当局へ提出しました。（各会計予算額については，町
広報紙５月号に掲載のため割愛しました）主な議案の要旨は次のとおり
です。

こんなことを決めました 第1回定例会 3月 5日〜20日

補
正
予
算

契
　
約

無
償
貸
付
契
約

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て



（3） せとうちちょう議会だより

平成 31年度予算審査意見（６項目）を町へ提出

平成 31年度予算審査意見（6項目）を町へ提出
1.  漁業権を優先するばかりでなく，町民も貝類等採取でき
  るよう漁協と協議されたい。

2.  藻場造成は，水産資源の確保に大切なものであり，鋭意
  努力されたい。

3.  観光施設整備（公衆トイレ・案内板等）及び駐車場整備
  については，早急に設置・改修等を図られたい。

4.  加計呂麻島・請島・与路島への航路の欠航対策につい
  ては，安全運航を確保しつつ，島民第一を念頭に置き，島民
  生活に支障をきたさぬよう早急に解決策を講じられたい。

5.  学校の安全対策については，児童・生徒の危険防止等，
  早急に点検整備を図られたい。

6.  古仁屋市街地以外の子どもたちには，スポ－ツ・文化・
  教育等への交通費等の助成対策を講じられたい。

平成 31 年度予算審査を行う委員



（4）せとうちちょう議会だより

「斃死魚及び内蔵等の有効活用について」の調査報告・所管事務調査「斃死魚及び内蔵等の有効活用について」意見

「斃死魚及び内蔵等の有効活用について」の調査報告
　総務経済常任委員会は、平成 29年 4月に、養殖業の斃死魚及び残渣等の処理状況
について、役場水産振興課から説明を受けた。
　奄美養魚は、マグロ・カンパチ類で年間約 4万尾、282トンの斃死魚があり、その
処理状況は、残渣 ( 内臓等 ) と合わせて廃棄委託業者と契約し、名瀬クリーンセン
ターへの搬送処理を行っている、とのことであった。
　平成 30年 7月、起業した処理会社「株式会社奄美振興産業」の調査をおこなった。
営業の現状について、処理受取価格の設定の関係で、大手養殖場からの斃死魚の搬
入がなく、経営的に厳しい状況であるとのことであった。
　平成 31年 2月、町民生活課、水産振興課、農林課立会いのもと、奄美新興産業の施
設を調査し、現状の説明を受けた。この 3 課の支援・協力については以下の通りで
あった。
　「町民生活課」は、斃死魚は産業廃棄物ではなく一般廃棄物としての取り扱いなの
で、クリーンセンターへ持ち込まれた場合には拒否できないとのこと。
　「水産振興課」は、斃死魚の持ち込み先については、養殖業者へ地域貢献・地元企
業育成さらには、水産資源域維持等の観点から協力要請していくとのこと。
　「農林課」は、堆肥としての分析等について、近畿大学と本町は協定書を交わして
いるので、連携しながら堆肥としての「ブランド化」をめざしてほしいとのこと。

所管事務調査「斃死魚及び内蔵等の有効活用について」意見
1.   名瀬クリーンセンターに現在搬入されている産業廃棄物（出荷時の残渣）である
　内蔵等、及び一般廃棄物である斃死魚については、地元処理業者へ搬入されるよう
　名瀬クリーンセンターと協議し、協力をはかられたい。

2.   地元宇検村の養殖業者及び漁協等と協議をされ、地元処理業者への持ち込みに
　ついて、要請されたい。

3.   良質な「堆肥・肥料」として商品化されるよう、近畿大学と連携をはかられたい。

4.   本町の環境対策と、斃死魚及び内蔵等の有効活用のために起業した地元業者の
　育成に、今後とも鋭意努力されたい。



（5） せとうちちょう議会だより

大島本島南部  町村議会議員大会

大
島
本
島
南
部

　
町
村
議
会
議
員
大
会

大
島
本
島
南
部

　
町
村
議
会
議
員
大
会

　
第
37
回
大
島
本
島
南
部
町
村

議
会
議
員
大
会
が
２
月
12
日
瀬

戸
内
町
き
ゅ
ら
島
交
流
館
で
開

催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
衆
議
院

議
員
の
金
子
万
寿
夫
氏
が
国
政

報
告
を
行
い
、
県
議
会
議
員
の

禧
久
伸
一
郎
氏
は
、
県
政
報
告

を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
町
村
か

ら
の
提
出
議
題
に
つ
い
て
、
指

導
助
言
が
あ
っ
た
。

　
今
大
会
の
提
出
議
題
は
、
大

和
村
が
、「
主
要
地
方
道
名
瀬

瀬
戸
内
線
の
大
金
久
〜
戸
円
間

ト
ン
ネ
ル
の
早
期
実
現
に
つ
い

て
」、
宇
検
村
が
「
主
要
地
方

道
名
瀬
瀬
戸
内
線
（
名
柄
〜
久

慈
間
）
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
実
現

に
つ
い
て
」、瀬
戸
内
町
が
「
国

道
58
号
（
奄
美
市
住
用
町
役
勝

〜
網
野
子
ト
ン
ネ
ル
起
点
間
、

勝
浦
〜
阿
木
名
間
）
の
改
良
促

進
に
つ
い
て
」
の
３
議
題
が
提

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
事
項

の
説
明
の
あ
と
、
全
会
一
致
で

決
議
さ
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
大
島
本
島
南
部

３
町
村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
奄
美
群
島
振
興
開
発
事
業
を

基
盤
に
社
会
資
本
の
整
備
、
産

業
の
振
興
、
住
民
の
生
活
の
安

定
や
福
祉
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
地
域
の
お
か
れ
た
厳

し
い
地
理
的
条
件
な
ど
特
殊
事

情
に
よ
り
、
活
力
あ
る
社
会
づ

く
り
へ
の
問
題
解
決
に
は
至
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
独
自
の
自
然
・
伝
統
・
文
化
・

歴
史
な
ど
の
多
様
で
貴
重
な
資

源
が
数
多
く
あ
る
南
部
３
町
村

は
、
こ
れ
ら
の
資
源
・
特
性
を

活
用
し
た
魅
力
あ
る
地
域
社
会

の
実
現
と
、
地
域
住
民
と
一
体

と
な
っ
た
「
奄
美
大
島
・
徳
之

島
・
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け

た
広
域
的
か
つ
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
末
日
で
期

限
切
れ
と
な
る
奄
振
法
の
延
長

と
拡
充
に
つ
い
て
、
南
部
３
町

村
が
一
層
連
携
す
る
と
と
も

に
、地
域
の
振
興
に
向
け
て
も
、

雇
用
の
場
の
創
出
・
人
材
の
育

成
・
定
住
の
促
進
・
豊
か
な
自

然
を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
な
ど
、
実
効
性
の
伴
う
施
策

の
展
開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

人
と
自
然
が
共
生
す
る
、
癒
し

と
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

　
こ
こ
に
、
第
37
回
大
島
本
島

南
部
町
村
議
会
議
員
大
会
に
あ

た
り
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て

の
使
命
と
決
意
を
新
た
に
し
、

緊
密
な
る
連
携
の
も
と
、
南
部

３
町
村
の
自
立
的
発
展
の
実
現

に
全
力
で
邁
進
す
る
こ
と
を
こ

こ
に
誓
う
、
な
ど
と
す
る
大
会

宣
言
を
採
択
し
た
。

　
ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
向
け
、
奄
美
の
自
然
環
境
や

生
活
文
化
を
将
来
に
継
承
し
て

い
く
た
め
に
、
全
島
民
へ
の
啓

発
と
保
護
活
動
等
へ
の
参
加
を

促
し
、
地
域
の
環
境
保
全
を
目

的
に
外
来
植
物
対
策
に
取
り
組

も
う
と
の
思
い
か
ら
、
南
部
３

町
村
の
連
携
し
た
活
動
の
第
一

歩
と
し
て
、
外
来
植
物
駆
除
作

業
の
実
施
を
全
会
一
致
で
決
議

し
た
。

　
引
き
続
き
午
後
か
ら
研
修
会

が
あ
り
、
本
町
の
学
芸
員
鼎
丈

太
郎
氏
が
「
近
代
遺
跡
を
活
か

し
た
郷
土
教
育
」
と
題
し
、
講

演
を
行
っ
た
。

　
話
題
と
し
て
、
明
治
維
新

１
５
０
周
年
「
維
新
未
来
博
」

に
お
い
て
研
究
発
表
が
あ
り
、

古
仁
屋
高
校
生
徒
が
模
型
を
製

作
し
発
表
し
た
（
日
本
ス
イ
ー

ツ
の
聖
地
〜
よ
み
が
え
る
奄
美

大
島
白
糖
製
造
工
場
〜
）
が
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
が
、
そ
の

完
成
に
至
る
ま
で
の
話
な
ど
が

あ
り
、
議
員
団
は
興
味
深
そ
う

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
そ
の
白

糖
工
場
の
模
型
を
会
場
の
入
り

口
に
展
示
し
、
講
演
の
話
題
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

提出議題の説明を行う池田議員



一般質問

（6）せとうちちょう議会だより



（7） せとうちちょう議会だより

一般質問



（8）せとうちちょう議会だより

一般質問



（9） せとうちちょう議会だより

一般質問



（10）せとうちちょう議会だより

一般質問



一般質問

（11）せとうちちょう議会だより



（12）せとうちちょう議会だより

一般質問



（13）せとうちちょう議会だより

一般質問



（14）せとうちちょう議会だより

一般質問

古仁屋市街地



（15）せとうちちょう議会だより

一般質問



（16）せとうちちょう議会だより

　

４
月
の
中
旬
、
町
内
各
地
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
議
会
と
し
て
は
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　

で
き
る
だ
け
き
め
細
か
く
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聴
く

た
め
に
校
区
ご
と
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
町
政
に
対
す
る
ご

意
見
や
、
議
会
へ
の
要
望
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

地
域
に
よ
っ
て
、
町
政
に
対
す
る
意
見
や
、
そ
の
関
心
の
あ

り
方
に
相
違
が
あ
る
こ
と
に
、
は
じ
め
て
私
た
ち
は
気
付
い
た

の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
現
場

に
出
向
い
て
い
か
な
け
れ
ば
、
け
し
て
思
い
至
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
、
理
解
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
の
活
動
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
私
た
ち
は
話
し
合
っ
て
い
る
。

編
　
集
　
後
　
記

　

前
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り 

（
１
７
２
号
） 

の

８
ペ
ー
ジ
３
段
目
、「
町
営
定
期
船

に
つ
い
て
」
の
町
長
の
答
弁
の
中

で
、「
欠
航
対
策
と
し
て
舵
の
操

作
速
度
を
上
げ
る
」
と
記
載
し
て

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
安
全
対

策
と
し
て
舵
の
操
作
速
度
を
上
げ

る
」
が
、
正
し
い
答
弁
で
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

議
会
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
澤
　
　
佳
男

副
委
員
長
　
元
井
　
直
志

委
　
　
員
　
岡
田
　
弘
通

委
　
　
員
　
向
野
　
　
忍

委
　
　
員
　
池
田
　
啓 

一

委
　
　
員
　
柳
谷
　
昌
臣

委
　
　
員
　
曻
　
　
克
己

計
　
　
省
　
三
（
80
）

声

　

篠
川
に
生
ま
れ
、

育
ち
、
篠
川
で
仕
事

を
し
て
、
い
ま
も
篠

川
に
住
ん
で
い
る
。

　

篠
川
と
共
に
人
生

を
歩
ん
で
き
た
。
篠
川
郵
便
局
に
勤
め
て

定
年
退
職
ま
で
、
郵
便
業
務
一
筋
に
生
き
て

き
た
。

　

異
動
の
話
が
あ
っ
て
も
、
篠
川
に
こ
だ
わ

り
続
け
て
一
度
も
篠
川
を
離
れ
る
こ
と
な

く
、
80
年
間
、
篠
川
の
風
景
を
見
続
け
て

き
た
。

　

戦
後
と
共
に
小
学
校
に
入
学
し
た
が
、

米
軍
統
治
下
に
あ
っ
て
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の

土
間
の
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
な
つ
か
し

い
。

　

議
会
を
見
て
い
て
感
じ
る
の
は
、
町
当

局
と
議
会
は
よ
く
話
し
合
っ
て
町
政
を
進
め

る
べ
き
だ
が
、
何
で
も
か
ん
で
も
賛
成
と
い

う
の
は
お
か
し
い
と
思
う
。




